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Malassezia 属菌は，ヒトや動物の皮膚に常在する酵母である．しかし，特定の条件下で過度に菌数が増加した場合など

では，宿主の皮膚等に危害を惹起する．また近年では，本菌のアトピー性皮膚炎への関与や院内感染事例も報告されるよ

うになってきた．そこで今回，コンパニオンアニマルの外耳を対象に Malassezia 属菌の保有状況を調査し，分離株につい

て分子生物学的な解析を試みた．その結果，Malassezia 属菌は，イヌでは130検体中75検体（57.7%），ネコでは110検体中

19検体（17.3%）から検出された．また，分離株のほとんどが動物の常在菌とされる M. pachydermatis であったが，ヒト

の常在菌とされる M. japonica と M. slooffiae も検出された．さらに，分離した85株の M. pachydermatis について ITS1領域

を用いた分子系統樹解析を行った結果，M. pachydermatis は５つの遺伝子グループに分かれ，一部の系統には宿主との間

に関連性が認められた． 

 

キーワード：Malassezia 属菌，コンパニオンアニマル，担子菌系酵母，ITS1領域，系統樹解析 

  

は じ め に 

Malassezia 属菌は，ヒトや動物の皮膚に常在する担子菌

系の酵母である．Malassezia 属菌のうち，M. pachydermatis

以外の菌種はすべて発育に脂質を要求し，皮脂が分泌され

る皮膚などに常在菌として定着した後，何らかの理由で過

度に増加した場合に，炎症等の危害を起こすと考えられて

いる1 ）．本菌による疾病として，ヒトでは脂質要求性菌種

である M. furfur，M. obtusa，M. sympodialis などが，でん

風やマラセチア毛包炎などの原因菌として知られ，動物で

は，脂質非要求性菌種である M. pachydermatis が，ペット

動物（コンパニオンアニマル）等での難治性外耳炎や皮膚

疾患の起因菌として重要視されてきた1-3)．しかし近年，ヒ

トの常在菌と考えられていた脂質要求性菌種が動物の皮膚

炎から分離された事例や，イヌや飼い主を介して病院内に

持ち込まれた M. pachydermatis による日和見感染事例など

が報告されるようになった．さらに，Malassezia 属菌がヒ

トや動物のアトピー性皮膚炎や気管支喘息などへ関与して

いることが疑われる事例も報告されており，ヒトと動物の

濃厚接触により互いの常在菌が交差した結果として，新た

な疾病が発生することが懸念されている2- 6 )． 

このように，Malassezia 属菌は公衆衛生上注目されつつ

ある真菌であるが，本菌が有する特殊な生理性状により，

一般的な真菌検査法の適用が難しい．このため，自然界に

おける分布や感染経路，ヒトに対する危害性等，本菌が持

つ微生物学的な特徴については未だ十分に解明されていな

い．そこで今回は，東京都動物愛護相談センターに収容さ

れたコンパニオンアニマルを対象に Malassezia 属菌の保

有状況と分離株の分子生物学的な解析を行った． 

 

実験方法 

1. 調査対象および検体 

2007年4月から2009年12月末までに東京都動物愛護相談

センターに捕獲および収容されたコンパニオンアニマルの

うち，明確な外耳炎を伴わないイヌ130頭およびネコ110頭

を調査対象とした．これら対象動物について外耳道内を滅

菌綿棒で拭きとり，これを検体とした． 

 

2. Malassezia 属菌の分離および同定 

1) Malassezia 属菌の分離 

クロモアガーマラセチア/カンジダ培地(関東化学)を用い，

分離培養を行った．培養は，検体を平板に直接塗布した後，

30°C，5～10日間行った．培養後，平板上に発育した赤紫

色の特徴的なコロニーを Malassezia 属菌とした． 
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2)塩基配列解析法と脂質要求性を利用した分離株の同定 

クロモアガーマラセチア/カンジダ培地から分離した

Malassezia 属菌について，塩基配列解析法と脂質の要求性

を利用した同定を行った．塩基配列解析法は，分離株から

DNA を抽出した後，Kurtzman ら7)および Makimura ら8)

の報告に従い rDNA 中の LSU-D1/D2および ITS1に設定し

たプライマーを用いた PCR を行った．PCR は TaKaRa EX 

Taq（タカラバイオ）および DNA サーマルサイクラー

GeneAmp 9600（PerkinElmer）を用いて行い，操作は試薬の

添付文書にしたがった．PCR で得られた反応生成物につい

て，Montage PCR Centrifugal Filter（Millipore）により精製

した後，BigDye Terminator cycle sequencing kit v3.1（Applied 

Biosystems）によるシークエンス反応を実施し，ABI PRISM 

3130 genetic analyzer（Applied Biosystems）を用いて塩基配

列 を 取 得 し た ． 得 ら れ た 塩 基 配 列 に つ い て ，

GenBank/EMBL/DDBJを利用したBLASTによる解析9 )に加

え，M. pachydermatis 基準株（NBRC 10064T），M. japonica 

基準株（NBRC 101613T）および M. slooffiae 基準株の塩基

配列（AY743633，AJ249956：CBS 7956T）との配列の比較

により菌種の同定を行った．なお，NBRC 10064T および

NBRC 101613T は，独立行政法人製品評価技術基盤機構か

ら分譲された菌株である． 

脂質要求性状の確認は，２枚のポテトデキストロース寒

天培地（PDA）（栄研化学）に分離株を接種した後，一方

にオリーブオイル（和光純薬）を重層（PDA/オリーブオイ

ル培地）した．これらの平板を30°C，3～5日間培養し，PDA/

オリーブオイル培地にのみ発育した場合を脂質要求性株と

した． 

 

3) M. pachydermatis の分子系統樹解析 

分離株のうち，M. pachydermatis と同定された85株につ

いて ITS1領域の塩基配列データを取得した．これらに対照

配 列 と し て M. pachydermatis の GenBank デ ー タ

（AY743637, AY387142, AY387140, AY387141, AB118940, 

AB118939, AB118938, AB118937, FJ545240 ） と NBRC 

10064T から取得したデータを加え，分子系統樹解析を行っ

た．なお，解析は MCL（Maximum Composite Likelihood ）

モデルによる NJ（Neighbor-Joining）法を用い10)，MEGA411)

を使用して行った． 

 

結果 

1. 検出された Malassezia 属菌と分離株の性状 

Malassezia 属菌は，イヌでは130検体中75検体（57.7%），

ネコでは110検体中19検体（17.3%）から検出された．これ

ら検出された Malassezia 属菌は動物の常在菌とされる M. 

pachydermatis がほとんどであり，イヌでは130検体中69検

体（53.1%），ネコでは110検体中16検体（14.5%）で，それ

ぞれ分離した Malassezia 属菌の92.0%，84.2%を占めていた．

また，脂質要求性の Malassezia 属菌として，塩基配列によ

り M. japonica と推定された株がイヌ６検体，ネコ２検体か

ら分離され，M. slooffiae と推定された株がネコ２検体から

検出された．なお，M. slooffiae が検出されたネコのうち，

１検体では M. japonica が同時に検出された． 

  

2. Malassezia 属菌が分離された宿主の特徴 

Malassezia 属菌の保有状況と宿主の特徴を Table 1に示

した．年令別では，イヌにおいては1才以下が100%の検出

率を示し，1才を過ぎると検出率に大きな変動が見られなか

ったが，ネコでは1才から5才で平均検出率の半分以下に一

旦下がった後，加齢と共に検出率が上昇していく傾向が見

られた．体重別では，イヌでは5 kg 未満と20 kg においてそ

れぞれ80.0%，100.0%と検出率が高く，11 kg から20 kg 未

満の範囲で若干検出率が低下していた．これに比べ，ネコ

では1kg 未満の個体で Malassezia 属菌の保有が認められず，

1kg 以上の個体では検出率に顕著な差が見られなかった．

性別における検出率では，イヌおよびネコ双方で，去勢お

よび避妊処理された個体でやや下がる傾向が見られた．耳

の形による Malassezia 属菌の検出率は，イヌにおいて立ち

耳より垂れ耳の方が明らかに高くなり，およそ２倍の検出

率となった．また，収容地域別では，イヌでは区部55.8%，

多摩地区59.0%，ネコにおいては区部16.1%，多摩地区18.8%

の保菌率であり，コンパニオンアニマルを収容した地域で

は，本菌の保有率に明確な差異が認められなかった． 

なお，脂質要求性の Malassezia 属菌が分離された個体に

ついては， M. japonica が分離されたイヌがすべて雄であ

ったこと以外に，特筆すべき特徴は見られなかった．  

 

3. 分子系統樹解析を用いた分離菌株の解析 

分離した85株のM. pachydermatis について，ITS1領域の

塩基配列を取得し，分子系統樹解析を行った．この結果，

M. pachydermatis は大きく５つの遺伝子グループ（genotype 

- I ～ V）に分かれた．これらの系統のうち，genotype - I が

最も大きいグループを形成し，供試した株の41.2%（35株）

の塩基配列が含まれ，本系統にはM. pachydermatis 基準株

配列（NBRC 10064TおよびCBS1879T：AY743637）も含ま

れた．また，genotype - I 以外の系統においては，宿主動物

との間に関連性が見られ，genotype - II ～ IV はイヌ由来

株のみ，genotype - V はネコ由来株のみで形成されていた．

なお，これら同一の系統に含まれた株の宿主であったコン

パニオンアニマルは，すべて捕獲の時期や場所が異なる個

体であった（Fig. 1）． 

 

考察 

近年，急速に普及している分子生物学的な解析手法は，

微生物の分類や同定に加えて感染経路や病原因子の解析な

どにも広く応用されている．これらの手法は真菌の解析で

も注目されており，特に，発育に脂質を要求する Malassezia

属菌のような一般的な培養方法を利用できない真菌の解析

には極めて有用と考えられている12)．Malassezia 属菌は，

分子生物学的な解析手法の普及に伴い，2000年以降，新菌
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Table 1. Occurrence of Malassezia spp. in the External Ear Canal of Companion Animals. 

No. of
tested

No. of
positive

Detection
rate(%)

No. of
tested

No. of
positive

Detection
rate(%)

Malassezia  spp. 130 75 57.7% 110 19 17.3%
M. pachydermatis 130 69 53.1% 110 16 14.5%
other Malassezia spp. 130 6 4.6% 110 3 2.7%

Age < 1 year 6 6 100.0% 18 3 16.7%
1-5 years 31 17 54.8% 40 3 7.5%
6-10 years 48 29 60.4% 34 7 20.6%
11-15 years 34 17 50.0% 12 3 25.0%
> 15 years 11 6 54.5% 6 3 50.0%

Weigth < 5 kg       /< 1 kg 10 8 80.0% 6 0 0.0%
(Dogs /Cats) 5-10 kg     /1-2 kg 48 30 62.5% 22 4 18.2%

11-15 kg   /2-3 kg 47 22 46.8% 38 8 21.1%
15-20 kg   /3-4 kg 17 7 41.2% 28 5 17.9%
> 20 kg     /> 4 kg 8 8 100.0% 16 2 12.5%

Sex M 74 44 59.5% 34 6 17.6%
F 36 22 61.1% 36 8 22.2%

U* 20 9 45.0% 40 5 12.5%

Ear type stood 86 39 45.3% 110 19 17.3%
down 44 36 81.8% 0 0 0.0%

Area Wards 52 29 55.8% 62 10 16.1%
Tama 78 46 59.0% 48 9 18.8%

* castrated or contracepted

Dogs Cats

 
 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1. Phylogenetic Analysis (Neighbor-Joining method) of M. pachydermatis, Based on ITS1 Sequences. Bootstrap Percentages at 

the Respective Node were Derrived from 1000 Replicates. 
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種の発見が相次ぎ，今後も属の拡大が予想されている真菌

である12- 14)．その一方で，本菌はこのような微生物学的な

解析が進む過程において臨床検体から分離される機会が増

え，その危害性が注目されている16- 20)．そこで，ヒトとの

接触頻度が高いコンパニオンアニマルを対象に，Malassezia 

属菌の検出と分離株の分子生物学的な解析を試みた． 

この結果，Malassezia 属菌はイヌでは130検体中75検体

（57.7%），ネコでは110検体中19検体（17.3%）から検出さ

れた．また，検出された Malassezia 属菌のほとんどが動物

の常在菌とされる M. pachydermatis であった．Crespo らは，

スペインで行った外耳炎を伴わないイヌおよびネコの調査

において，本菌の保有率が50.0%および17.6%であったこと

を報告している17)．また，著者らが2006年に行った調査で

も21)，約60%の健常犬から本菌が検出されていた．イヌと

ネコで本菌の保有率に差がある点，特にイヌで本菌の保有

率が高い理由の一つとして，イヌの外耳道内に分泌される

脂質との関連が報告されている22- 23)．以上のことから，健

常なイヌの半数程度が Malassezia 属菌を保有していると

考えられた．これらに加え，M. pachydermatis が未熟児や

低免疫患者に対して院内感染を起こした事例も報告されて

いる6 )．このことから，本菌に対して感受性が高い集団に

おいては，イヌの取り扱いに注意する必要があろう． 

イヌやネコにおける Malassezia 属菌の保有率と調査個

体の特徴については，年齢との関係が指摘されており17 )，

イヌについては，若年個体で本菌の保有率が高かったこと

を著者らも報告している21)．今回の調査でも，推定年齢が

１才未満のイヌにおいて Malassezia 属菌の検出率は100%

と高く，以降の年齢において検出率が50～60%に減少する

傾向が見られた．一方，ネコについては加齢とともに本菌

保有率が上昇し，推定年齢15才以上において検出率が50%

と最も高くなっていた．また，個体の解剖学的な特徴と

Malassezia 属菌については，たれ耳の場合で本菌の検出率

が高くなるとの報告がある18)．そこで耳の形状と本菌の保

有率について調査した結果，立ち耳のイヌに比べてたれ耳

のイヌの本菌保有率が高かった．以上の結果は，Malassezia 

属菌の保有率に影響を与える因子として，宿主動物の種類

や年齢以外の個体特徴も寄与していることを示唆するもの

と考えられ，特に，若年かつたれ耳品種のイヌについては，

本菌の感染リスクが高いことが推測された． 

一般に，動物から分離される Malassezia 属菌は脂質非要

求性の M. pachydermatis であると考えられてきた．しかし

近年，皮膚疾患の動物からヒトの常在菌と考えられていた

脂質要求性の M. furfur，M. obtusa，M. sympodialis がイヌ

やネコ，ウシ，ウマなどの外耳炎や皮膚炎から分離された

事例が報告されている4, 15,- 18)．今回の調査では，健常なイ

ヌやネコから脂質要求性の M . japonica や M. slooffiae が

検出され，ヒトと動物，特にヒトとの接触の機会が多いと

考えられるコンパニオンアニマルとの間で，常在菌として

の Malassezia 属菌の交差汚染が進行していることが示唆

された．また，M. slooffiae については，外耳炎のネコから

分離された事例が報告されている24)が，健常なネコから 

M . japonica や M. slooffiae が分離された事例は報告されて

いない．これらの Malassezia 属菌が，動物に対してどのよ

うな危害性を有するのかについては十分に解明されていな

いが，脂質要求性の Malassezia 属菌についてはヒトに対す

る健康危害も想定されることから，今後も注意深く監視し

ていく必要があろう． 

Malassezia 属菌の一部において，特定の塩基配列に種内

多型が存在するとの指摘がある12, 25)．また，著者らが2006

年に行った解析21)においても，M. pachydermatis のITS1領

域に多型が認められている．そこで今回は，解析対象株数

をさらに増やしてM. pachydermatis のITS1領域を解析した．

この結果，M. pachydermatis のITS1領域は大きく５つの遺

伝子グループに分けることが可能であり，最も大きな系統

には，M. pachydermatis 基準株が含まれていた．また，一

部の系統では宿主動物との間に関連が認められ，イヌ由来

株やネコ由来株のみで形成される系統が存在した．ITS領域

を含め，機能タンパク質などをコードしていない領域では

保存性や選択性が低いと考えられる．このため，同一種内

においても塩基置換速度にバラツキが生じ，結果として多

型を形成すると考えられている24)．今回の解析では，捕獲

時期や場所が異なる個体から得られた株間において，ITS1

領域に同一の塩基多型パターンが認められた．また，一部

の系統においては，これらの多型と宿主動物との間に関連

も認められており，それぞれの遺伝的系統が宿主となる動

物の種類によって選択されている可能性も推測される．以

上の結果から，M. pachydermatis のITS1領域多型は本菌の

株レベルでの識別に利用できることが示唆され，さらには

宿主間における交差感染や自然界における分布調査など，

幅広い疫学的解析への応用が可能であると考えられた． 

 

まとめ 

ヒトや動物の皮膚常在菌である担子菌系酵母 Malassezia 

属菌について，東京都動物愛護相談センターに収容された

コンパニオンアニマル（イヌ130頭およびネコ110頭）の外

耳における保有状況を調査し，あわせて，分離菌株の分子

生物学的解析を試みた． 

その結果，Malassezia 属菌は，イヌでは130検体中75検体

（57.7%），ネコでは110検体中19検体（17.3%）から検出さ

れた．検出された Malassezia 属菌の菌種は，動物の常在菌

とされる M. pachydermatis がほとんどであったが，ヒトの

常在菌と考えられている脂質要求性の Malassezia 属菌も

検出された． 

さらに，コンパニオンアニマルから分離した M. 

pachydermatis 85株は，ITS1領域を用いた分子系統樹解析に

より５つの遺伝子グループに分かれた．これらの系統のう

ち，一部は宿主の動物種との間に関連性が認められた． 
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Occurrence and Molecular Analysis of Malassezia spp. in the External Ear Canal of Companion Animals 

 

Takashi CHIBA*, Yumi TAKAHASHI*, Yoshiko SOUMURA**, Tomoaki WAUKE*, Hiroshi MIZUTANI***, 

 Kaoru HATAKEYAMA*, Sumio YAMADA*, Akiko NAKAMA* and Akemi KAI* 

 

Malassezia spp. are yeasts found in normal skin flora of human and animals. However, overgrowth of these yeasts can cause skin 

disease under specific conditions. In addition, atopic dermatitis and hospital-acquired infection of Malassezia spp. has been reported. 

We investigated the prevalence and molecular characterization of Malassezia spp. isolated from the ear canal of companion animals. 

Malassezia spp. were isolated from 75 out of 130 (63.5%) dogs and 19 out of 110 (17.3%) cats, and most of the isolated strains were 

M. pachydermatis, which is assumed to be the normal flora of animals. Some Malassezia spp. isolated were M. japonica and M. 

slooffiae assumed to be normal flora of human. These 85 M. pachydermatis isolated were classified into 5 genogroups using molecular 

phylogenetic analysis of the internal transcribed spacer 1 (ITS1) region. Some of these groups were found to be related to host animals. 

 

Keywords: Malassezia spp., companion animals, basidiomycetous yeasts , internal transcribed spacer region 1 (ITS-1), 

phylogenetic analysis 

 




